
 

2  

平

成

二

年

十

月

十

八

日

提

出 

質

問

第

二

号 

  

右
の
質
問
主
意
書
を
提
出
す
る
。 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
三
号
機
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
Ｂ
の
損
傷
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

平
成
二
年
十
月
十
八
日 

衆 

議 

院 

議 

長 

櫻 
内 

義 

雄 

殿 

 

提 

出 

者 
 

長 

谷 

百 

合 

子 

 

一 

 



 

一
九
八
九
年
一
月
、
福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
三
号
機
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
Ｂ
の
水
中
軸
受
け
リ
ン
グ
が
脱

落
し
た
事
故
の
際
、
当
該
ポ
ン
プ
の
ケ
ー
シ
ン
グ
に
リ
ン
グ
が
激
し
く
衝
突
し
、
ケ
ー
シ
ン
グ
が
損
傷
し
た
。
当

該
ケ
ー
シ
ン
グ
の
修
理
に
つ
い
て
修
理
前
及
び
修
理
後
の
検
査
状
況
に
関
す
る
質
問
、
そ
の
他
核
燃
料
に
関
す
る

質
問
を
す
る
。 

一 

第
一
種
ポ
ン
プ
に
使
用
す
る
材
料
は
、
通
産
省
告
示
五
〇
一
号
「
発
電
用
原
子
力
設
備
に
関
す
る
構
造
等
の

技
術
基
準
」(

以
下｢

技
術
基
準
告
示｣

と
い
う
。)
第
七
十
条
第
六
項
及
び
第
五
条
に
各
種
の
試
験
を
行
い
こ
れ
に

合
格
す
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、
電
気
事
業
法
第
四
十
八
条
に
技
術

基
準
を
維
持
す
る
義
務
が
規
定
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
使
用
材
料
は
い
つ
試
験
を
し
て
も
こ
れ
ら
の
規
定
を
満
足 

次
の
事
項
の
明
確
な
数
値
、
計
算
処
理
の
方
法
、
法
的
根
拠
を
詳
細
に
答
え
ら
れ
た
い
。 

福
島
第
二
原
子
力
発
電
所
三
号
機
原
子
炉
再
循
環
ポ
ン
プ
Ｂ
の
損
傷
事
故
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

三 

 



 

し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
当
該
ポ
ン
プ
は
損
傷
を
受
け
た
、
ま
た
、
修
理
を
し
た
の
で
あ
る
か
ら
、
最
初

の
製
作
時
に
合
格
し
た
試
験
に
つ
い
て
合
格
し
て
い
る
と
は
言
え
な
く
な
り
、
改
め
て
こ
れ
ら
の
規
定
を
満
足

す
る
か
ど
う
か
試
験
の
必
要
が
生
じ
た
。
そ
こ
で
、
修
理
後
に
行
わ
れ
た
各
種
試
験
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

④ 

以
上
の
諸
試
験
に
つ
い
て
、
通
産
省
・
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
の
行
っ
た
指
導
及
び
試
験
結
果
の
確
認
方
法 

③ 

浸
透
探
傷
試
験
に
つ
い
て
、
時
期
（
何
月
何
日
）
、
目
的
、
箇
所
、
面
積
、
深
さ
、
試
験
結
果
等
の
詳
細
を

明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
技
術
基
準
告
示
第
十
一
条
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
。 

② 

放
射
線
透
過
試
験
に
つ
い
て
、
時
期
（
何
月
何
日
）
、
目
的
、
箇
所
、
面
積
、
深
さ
、
試
験
結
果
等
の
詳
細

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
技
術
基
準
告
示
第
八
条
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
か
。 

① 

超
音
波
探
傷
試
験
に
つ
い
て
、
時
期
（
何
月
何
日
）
、
目
的
、
箇
所
、
面
積
、
深
さ
、
試
験
結
果
等
の
詳
細

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。
ま
た
、
技
術
基
準
告
示
第
六
条
、
第
七
条
に
基
づ
い
て
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る 

 

か
。 

四 

 



 

三 

次
の
も
の
に
つ
い
て
計
算
上
必
要
と
さ
れ
る
値
、
修
理
前
の
寸
法
検
査
の
最
小
の
値
、
修
理
後
の
寸
法
検
査

の
最
小
の
値
を
そ
れ
ぞ
れ
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

二 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
る
計
算
上
必
要
と
さ
れ
る
ケ
ー
シ
ン
グ
の
厚
さ
ｔ
は
七

七
・
四
ミ
リ
で
あ
る
と
計
算
さ
れ
て
い
る
が
、
計
算
に
用
い
た
数
値
に
つ
い
て
質
問
す
る
。 

④ 

③
の
Ｓ
の
値
は
、
小
数
第
二
位
以
下
を
ど
の
よ
う
に
処
理
し
た
の
か
。 

③ 

②
の
結
果
、
Ｓ
の
値
は
い
く
ら
を
用
い
た
の
で
あ
る
か
。 

② 

計
算
に
用
い
る
Ｓ
の
値
に
つ
い
て
は
別
表
第
六
に
規
定
さ
れ
る
値
を
用
い
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
備
考

3
の
イ
、
ロ
、
ハ
の
各
場
合
に
よ
っ
て
値
が
変
わ
っ
て
く
る
が
、
イ
、
ロ
、
ハ
の
ど
れ
に
該
当
し
た
の
で
あ

る
か
。 

① 

計
算
に
用
い
た
Ａ
、
Ｐ
の
値
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

を
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

五 

 



 

⑨ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
六
項
第
六
号
に
規
定
さ
れ
る
ボ
リ
ュ
ー
ト
巻
始
め
と
ケ
ー
シ
ン
グ
壁
面
の

交
わ
る
部
分
の
す
み
の
丸
み
の
半
径 

⑧ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
六
項
第
五
号
に
規
定
さ
れ
る
ク
ロ
ッ
チ
の
丸
み
の
半
径 

⑦ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
六
項
第
四
号
に
規
定
さ
れ
る
ボ
リ
ュ
ー
ト
巻
始
め
の
丸
み
の
半
径 

⑥ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
六
項
第
三
号
に
規
定
さ
れ
る
分
流
壁
が
ケ
ー
シ
ン
グ
壁
面
に
交
わ
る
部
分

の
す
み
の
丸
み
の
半
径 

⑤ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
六
項
第
二
号
に
規
定
さ
れ
る
分
流
壁
の
両
端
の
丸
み
の
半
径 

④ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
六
項
第
一
号
に
規
定
さ
れ
る
分
流
壁
の
厚
さ 

③ 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
る
吐
出
口
部
分
の
長
さ
ｌ
、
厚
さ
ｔ 

② 

技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
三
項
に
規
定
さ
れ
る
吸
込
口
部
分
の
長
さ
ｌ
、
厚
さ
ｔ 

① 
技
術
基
準
告
示
第
七
十
三
条
第
二
項
に
規
定
さ
れ
る
厚
さ
ｔ 

六 

 



 

 

七 

四 
福
島
第
二
原
発
三
号
機
の
運
転
再
開
に
あ
た
り
使
用
さ
れ
る
予
定
の
照
射
済
核
燃
料
は
、
通
産
省
令
第
六
十

三
号｢
発
電
用
核
燃
料
物
質
に
関
す
る
技
術
基
準
を
定
め
る
省
令｣

に
定
め
ら
れ
て
い
る
検
査
を
す
べ
て
実
施
し

た
の
か
。
そ
の
実
施
し
た
試
験
及
び
結
果
を
詳
細
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

右
質
問
す
る
。 


